
普段からの準備が大切。

家具の転倒から身を守る

家族で決めておく連絡のルール

避難所をスマホで確認！ 緊急情報をメールで確認！

３日分以上の水・食料を備蓄する

生活安全課　須田主任（防災士）

●段ボール箱など身近な素材で転倒防止 ●家具の配置の工夫

●飲料水の備蓄量 ●７日間備蓄を実現するための知恵

　自助・共助・協働を原則として、社会のさまざまな場
で防災力を高める活動が期待され、そのための十分な意
識と一定の知識・技能を習得したことを日本防災士機構
が認証した人のことです。

▶防災士とは…

●日中、家族は離れ離れ。非常時の連絡方法は
　家族内であらかじめ複数決めておきましょう。

●避難場所と遠方の知人の連絡先メモ

●自宅の危険度を知り、ハザードマップで
　避難所等を確認しておきましょう。

●地震や台風など防
　災に関する情報や
　犯罪・不審者など
　の防犯に関する情
　報をメールで発信
　します。
　問 生活安全課
　＊ 2281・2282

今すぐ登録今すぐ登録ご確認を！ご確認を！

※※

※※

※※

※埼玉県危機管理課「防災マニュアルブック」（命を守る3つの自助編）より引用

伊奈町 最近の災害への取り組み
　西日本を中心に被害をもたらした豪雨災害の被災
地の復興を支援するため、伊奈ライオンズクラブの
協力を得て、水や下着などを送り届けました。ま
た、岡山県倉敷市に町都市計画課の職員を１名派遣
し、現地では、家屋被害認定調査業務を行いました。

　ピーアンドディコンサルティング、ウニクス、
三井住友信託銀行と伊奈町の３社１団体で締結した
この協定は、大規模災
害時における物資供給
の協力に加え、建物や
敷地の一部を災害支援
拠点とすることが盛り
込まれたものです。

平成30年７月豪雨災害被災地への支援災害時における物資供給等の協力に関する協定
［７月24日］

　地震の際に、最初に行ってほしいのは「自分の身の安全
を守ること」です。自分自身がケガをしてしまったり、家
具の下敷きになってしまっては周りの人たちを助けてあげ
ることができなくなってしまうからです。そのためにも、
重いものは高いところに置かないことや、家具が倒れない
ようにするなど身近なところから防災意識を高めていただ
ければと思います。

書いておこ
う!

▲支援物資を運ぶ様子 ▲家屋調査の様子
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